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・ 松本
まつもと

市内の交通混雑の緩和及び交通安全の確保 
・ 地域の活性化の支援 

一般国道１９号は、名古屋市
な ご や し

を起点とし、多治
た じ

見市
み し

、木曽福島町
きそふくしままち

、

塩尻市
しおじりし

、松本市
まつもとし

を経て長野市
な が の し

に至る長野
ながの

と中部圏とを連絡する延長約

２７０ｋｍの主要幹線道路です。 

松本
まつもと

市内の中心部を通過する国道１９号は、都市内交通の増加と市

中心部に集中する道路網のために、慢性的な渋滞を引き起こし、交通

事故の増大が生じています。また、渚
なぎさ

一丁目交差点・白板
しらいた

交差点は

主要渋滞ポイントに位置づけられています。 

松本
まつもと

拡幅事業は、これらの交通混雑の緩和や交通安全の確保、地域

の活性化の支援を目的として、平成１０年３月に全長１１.４ｋｍが

都市計画決定され、そのうち主要渋滞ポイントである交差点の立体化

を含む松本市
まつもとし

渚
なぎさ

～宮
みや

渕
ぶち

本村
ほんむら

間（Ｌ＝１.６ｋｍ）が平成１０年度に事

業化されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事 業 の 目 的 

松松本本拡拡幅幅  

白板交差点 

渚一丁目交差点
長野県 

一般国道 19 号 

松本拡幅 

群馬県 栃木県

茨城県

千葉県

山梨県 

神奈川県 

東京都 

埼玉県 

田
川

奈良井川

松本駅

北松
本駅

島

19

143

158

19

落合橋
お ち あ い ば し

至塩尻市 

至長野市

松
本
市

ま

つ
も

と
し

宮
渕

み
や
ぶ
ち

本
村

ほ
ん
む
ら 

渚３ 

渚１ 白板

宮渕

渚２

松本拡幅 L=1.6km 
松ま

つ

本
市
渚

も
と
し
な
ぎ
さ 

松本市 

至松本ＩＣ

再評価対象区間 

落合橋

新橋 

鎌田 

147
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・区 間 ： 自）長野県
ながのけん

松本市
まつもとし

渚
なぎさ

 

至）長野県
ながのけん

松本市宮
まつもとしみや

渕
ぶち

本村
ほんむら

 

・計 画 延 長 ： Ｌ＝１．６ｋｍ 

・標 準 幅 員 ： 一般部 ３０．０ｍ 

       ： 立体部 ３２．０ｍ～４６．０ｍ 

・道 路 規 格 ： 第４種第１級 

・設 定 速 度 ： ６０ｋｍ/ｈ 

・車 線 数 ： ４車線 

・全体事業費 ： １６２億円 

 

 

 

 

 

 

 

２．計 画 の 概 要 

■現況横断図（単位：ｍ） 

■松本拡幅標準横断図（単位：ｍ） 

一般部 交差点部 

一般部 

立体部 
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（１）慢性的な交通混雑 

国道１９号の松本
まつもと

拡幅事業区間には、国道１５８号と交差する渚
なぎさ

一丁目交差点、その北側で県道倭北松本
やまときたまつもと

停車場線と交差する白板
しらいた

交

差点が主要渋滞ポイントとなっています。また、全体的な交通容量の

不足や信号交差点の連続などにより、慢性的な交通混雑が発生し、渚
なぎさ

交差点付近では、渋滞損失時間が県平均の４４倍になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

短い区間で織込みが発生！ 

３．事業の必要性及び効果 

松本拡幅 L=1.6km 

渋滞ポイント 
信号交差点 

【現況：H18 渋滞損失時間】

渚
３

渚
２

渚
１ 白

板

宮
渕

落
合
橋

全体的な交通容量の不足！信号交差点が連続！ 

至

塩
尻
市

至

長
野
市

至松本ＩＣ

松本ＩＣ

右折レーンを超える右折車が発生！ 

出典：Ｈ18 プローブ調査結果 

至

塩
尻
市

至

長
野
市

②渚一丁目地先の交通混雑：上り方向 
(交差点の交通容量不足による渋滞) 

至 長野市

渚一丁目交差点  

至 長野市 

②

① 

①渚一丁目交差点～渚二丁目交差点 
(織込み区間が存在) 

③

至 塩尻市 

至 長野市 

白板交差点     

落合橋交差点         

至 塩尻市 

    渚一丁目交差点

交差点間距離
が短い！ 

◎

◎

◎

③渚一丁目地先の交通混雑：下り方向 
(交差点の交通容量不足による渋滞) 

至 塩尻市 

渚二丁目交差点 

交差点間距離
が短い！ 

落合橋

渚
３ 

渚
２ 渚

１ 白
板 

宮
渕

落
合
橋 

19

長野県平均 
1.2 万人時間/年・km 

渋滞損失時間：約２４万人時間/年 
（渋滞損失額：約７億円/年） 

  ～ 5万人時間/年・km

 5～10万人時間/年・km

10～  万人時間/年・km

 渋滞損失時間 

20～  万人時間/年・km

再評価対象区間 

渋滞損失時間は県平均を上回る！ 

(最大 53万人時間/年・km；県平均の約 44倍)
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（２）交通安全の確保 
国道１９号の松本

まつもと

拡幅区間における死傷事故件数は、県平均を上回

り、特に渚
なぎさ

一丁目交差点付近では県平均の１３倍となっています。 

松本
まつもと

拡幅区間において、死傷事故件数の多くは、交通混雑による駐

停車中の追突事故となっています。 

松本
まつもと

拡幅の整備により、現道２車線区間の４車線化および交差点部

の立体化によって、中央分離帯の設置や交通容量の拡大が図られ、追

突事故が減少し、交通安全が確保されます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

10

20

30

40

50

60

70

1km あたりの死傷事故件数

（件/km・年） 

長野県直轄国道平均 4.6（件/km・年）

松本拡幅現道区間 
合計１８１(件/４年) 

死傷事故件数の内訳

①渚 1丁目地先の交通混雑 

松本拡幅区間の死傷事故件数は
車両相互の駐・停車中の 
追突事故が約６割！ 

58 

渚
１

渚
２

渚
３

白
板

宮
渕

歩行者・自転車対車両 

     15％ 
その他 

 20％ 

48

②白板地先の交通混雑 

田
川

松本駅

北松
本駅

143
19

松本拡幅 L=1.6km

至塩尻市 

至長野市

松ま
つ

本
市
渚

も
と
し
な
ぎ
さ 

松
本
市

ま

つ
も

と
し

宮
渕

み
や
ぶ
ち

本
村

ほ
ん
む
ら 

渚３ 

白板

宮渕
①

②

死傷事故件数は県平均を上回る！ 

(最大 58件/km・年；県平均の約 13倍)

至松本ＩＣ

松本市 

158

落
合
橋

落合橋
お ち あ い ば し

渚１ 
渚２ 落合橋

出典：H14-17 交通事故統合データベース 

【整備前】 

現道２車線（平面交差） 

【整備後】 

４車線（平面交差） 

渚１丁目地内

渚１丁目地内

イライラ 
ハラハラ 

４車線（立体交差） 

中央分離帯の設置
による上下線の分離

２車線（下り・平面交差）

２車線（上り・平面交差）

中央分離帯の設置や交通容量の
拡大が図られ、交通安全が確保
されます！ 

スイスイ

スムーズ

至 塩尻市 

至 長野市 

至 長野市 

至 塩尻市 

◎

◎

進行中の追突 
5％ 駐・停車中の追突 60％
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（３）地域活性化の促進 

国道１９号の松本
まつもと

拡幅事業区間は、松本
まつもと

市
し

第３次道路整備五箇年計

画に位置づけられている「松本
まつもと

都心環状道路(内環状線)」の一部を担

い、松本
まつもと

市内のネットワーク強化や交通集中の解消を目指します。 

また、松本
まつもと

市
し

交通バリアフリー基本構想における準特定経路に指定

され、田川
たがわ

小学校への通学や松本
まつもと

地域シルバー人材センターなどへの

安全な経路を確保し、「福祉のまち松本
まつもと

」を象徴するバリアフリー化

された移動経路の確立します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

出典：松本市第３次道路整備五箇年計画

松本市交通バリアフリー基本構想

準
特
定
路
線
 

松
本
拡
幅
 L
=
1
.6
km
 

【【松松本本市市第第３３次次道道路路整整備備五五箇箇年年計計画画のの位位置置づづけけ】】  
松本市都心環状線（内環状線）の一部を担い、松本市内
のネットワーク強化や交通集中の解消を目指します。 

渚３ 

渚１

鎌田 

松本市都心環状線（内環状線）

交通バリアフリー重点整備地区 

松本地域 
ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ 

田川小学校 

北松本駅

白板

そう思う：3.0％ 
分からない：4.1％ 

ややそう思う：17.0％

どちらでもない：17.5％ 

あまりそう思わない：22.9％ 

そう思わない：35.6％ 

N=1386 

 そう思う：2.7％ 
分からない：2.7％ 

ややそう思う：10.5％

どちらでもない：16.5％ 

あまりそう思わない：23.3％ 

そう思わない：44.3％ 

N=1392

【【交交通通ババリリアアフフリリーー基基本本構構想想おおけけるる準準特特定定経経路路のの指指定定】】  
交通弱者のためのバリアフリー化された安全な経路の確保のため
に、国道１９号の渚一丁目交差点から白板交差点までバリアフリー化
された移動経路のネットワークを確立します。 

【地域住民の意見（住民アンケート調査）】 

①幹線道路(国道・県道・市道)の整備ができている ②安心して歩ける歩道が整備されている 

出典：松本市総合計画策定に係る基礎調査報告書

「幹線道路(国道・県道・市道)の整備ができて

いると思わない」という意見が約６割！ 

「安心して歩ける歩道が整備されていると

思わない」という意見が約７割！ 
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（４）時間短縮による通勤・通学の支援 

松本
まつもと

市内の中心部を通過する国道１９号は、都市内交通の増加と市

中心部に集中する道路網のために、朝・夕の通勤・通学時には慢性的

な交通混雑を引き起こしています。 

松本
まつもと

拡幅の整備により、現道２車線区間の４車線化および交差点部

の立体化によって、松本
まつもと

市
し

郊外の住宅地(島内
しまうち

地区)から松本
まつもと

市
し

中心部

(ＪＲ松本
まつもと

駅前)へ向かう通勤・通学時間が最大で約１３分短縮するこ

とから、通勤・通学の支援が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

旧開智学校

アルプス公園

松本城

梓川

奈良
井川

田
川

奈良井川

松本駅

北松
本駅

島
内
駅

松本IC 梓川SA

長野自動
車道

19

143

158

19

松本市役所

至塩尻市 

至長野市
松
本
市

ま

つ
も

と
し

宮
渕

み
や
ぶ
ち

本
村

ほ
ん
む
ら 

白板

宮渕

渚２ 

松ま
つ

本
市
渚

も
と
し
な
ぎ
さ 

松本市 

【松本市郊外(島内地域)から松本市中心部への所要時間】 

鎌田 

ルート２（渚１交差点経由） 

松本市中心部
(松本駅前) 

松本市郊外 
(島内地区) 

10.6

21.0

0.0

10.0

20.0

30.0

整備前 整備後

ルート１（鎌田交差点経由） 

約１０分短縮

14.3

26.8

0.0

10.0

20.0

30.0

整備前 整備後

出典：H17 道路交通センサス

Ｈ18 プローブ調査結果

約１３分短縮

落合橋

松本拡幅 L=1.6km

（分） （分）

147

新橋

渚３ 

渚１ 

落合橋
おちあいば し

平瀬口

147

ルート１（鎌田交差点経由） 

ルート２（渚１交差点経由）

254
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（５）老朽橋の架け替えの必要性 

国道１９号の松本
まつもと

拡幅事業区間は、長野県
ながのけん

地域防災計画における第

一次緊急輸送道路に位置づけられています。 

老朽化により架け替えが必要とされた落合橋
おちあいばし

（昭和３３年架橋、L=

５４.０ｍ）が当該事業により整備され、緊急輸送道路としての信頼

性、安全性が確保されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一次緊急輸送路

第二次緊急輸送路

 

田
川

松本駅

北松
本駅

143

19

19

20

20

18

18

19

①老朽化した落合橋（全景） ②老朽化した落合橋（桁端部の様子） 

【落合橋
おちあいばし

の概要】 

橋 名 落合橋
おちあいばし

 

場 所 松本市
まつもとし

白板
しらいた

 

施工年度 昭和 33 年 7 月 

橋 長 Ｌ＝54.0ｍ 

幅 員 Ｗ＝16.0ｍ 

車 道 

歩 道 

上り：5.5ｍ、下り：5.5ｍ 

上り：2.5ｍ、下り：2.5ｍ 

設計荷重 20ｔ 

橋種及び形式 鉄筋コンクリート・ゲルバー桁橋

【長野県の緊急輸送ネットワーク】 

国道19号 松本拡幅 

至塩尻市

至長野市

松
本
市

ま

つ
も

と
し

宮
渕

み
や
ぶ
ち

本
村

ほ
ん
む
ら 

渚３

渚１

白板 
宮渕

渚２

①② 

松本拡幅 L=1.6km 
松ま

つ

本
市
渚

も
と
し
な
ぎ
さ 

至松本ＩＣ

落合橋
おちあいばし

松本市 
158

◎ 

落合橋 
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（６）沿道環境の改善 

松本
まつもと

拡幅の整備により、CO2、NOx、SPMの年間排出量が削減されます。 

松本
まつもと

拡幅周辺の広範囲に及ぶ地域の CO2の年間排出量は約 940t -CO2

削減され、森林吸収面積で日比谷
ひ び や

公園の約 6 倍に相当します。NOx の

年間排出量は約 3.7ｔ削減され、東京都
とうきょうと

を走行する大型車に換算する

と約 11,900 台に相当します。SPM の年間排出量は約 0.3ｔ削減され、

ペットボトル約 3,400 本分に相当します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

塩尻市

松本市

木曽町

安曇野市

松川村

大町市

長野市

波田町
山形村

朝日村

木祖村

長和町

諏訪市

下諏訪町

辰野町

岡谷市

立

箕輪町

原村

富

筑北村

青木村

上田市

千曲市

坂城町
池田町

生坂町

SPM・・・SPM を年間 0.3ｔ(9.2%)削減 

（500ml ペットボトル約 3,400 本分に相当）

※ペットボトル1本(500ml)に入るSPMを約

100g として計算 

約 3,400 本

NOX・・・年間 3.7ｔ(9.5%)削減 

（東京都を走行する大型車に換算すると約 11,900 台に相当）

※大型車 1台が東京都における平均距離を 

走行した場合の NOx 排出量 

※大型車の速度を 40km/h、平均走行距離を 

70km/台として換算 

約 11,900 台

262.3

263.3

261.6

262.0

262.4

262.8

263.2

263.6

整備後整備前

C
O
2
排
出
量
（
千
ｔ-
C
O
2
） 0 .4％削減CO2・・・年間 940ｔ-CO2(0.4%)削減 

（森林約 89ha の二酸化炭素吸収量に相当） 

（日比谷公園（約 16ha）の面積の約 6倍に相当） 約 6倍 

図 CO2 排出量算定範囲 図 NOx、SPM 排出量算定範囲 

 
算定エリア 

算定範囲：松本市、安曇野市

松本拡幅 

L=1.6km 

34.9

38.5

33.0

34.0

35.0

36.0

37.0

38.0

39.0

整備後整備前

N
O
x排
出
量
（
ｔ）

9 .5％削減

3.3

3.6

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

整備後整備前

S
P
M
排
出
量
（
ｔ）

9 .2％削減

松本拡幅 L=1.6km 

再評価対象区間 

：算定範囲

対象区間：国道 19 号松本拡幅区間および隣接する並行区間
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（１）事業の経緯 

平成１０年３月  都市計画決定 

平成１０年度   事業化 

平成１２年度   関係機関との協議・地元設計協議に着手 

平成１５年度   協議完了、幅杭設置 

平成１６年度   用地測量 

平成１７年度   用地買収着手 

平成１８年度～  用地買収推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事業の経緯と進捗 

旧開智学校

アルプス公園

松本城

梓川

奈良
井川

田
川

奈良井川

松本駅

北松
本駅

島
内
駅

松本IC 梓川SA

長野自動
車道

19

143

158

19

松本市役所

至塩尻市 

至長野市
松
本
市

ま

つ
も

と
し

宮
渕

み
や
ぶ
ち

本
村

ほ
ん
む
ら 

白板

宮渕

渚２ 

松ま
つ

本
市
渚

も
と
し
な
ぎ
さ 

松本市 

鎌田 

落合橋

松本拡幅 L=1.6km

147

新橋

渚３

渚１ 

落合橋
おちあいば し

平瀬口

147

254

再評価対象区間
H10 事業化 
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（２）当初の予定 

松本
まつもと

拡幅事業は、松本
まつもと

市内の交通混雑の緩和や交通安全の確保、地域

の活性化の支援を目的として、現道拡幅整備を進めています。 

 

（３）現在の状況 

 

全体事業費 約１６２億円 

うち用地費 約 ９９億円 

執行済み額 約 ２４億円 (約 15％) 

うち用地費 約  ７億円 (約 8％) 

残事業費 約１３８億円 

 

本事業区間は１．６ｋｍであり、整備効果を早期に発現するため、主

要渋滞ポイントである渚
なぎさ

一丁目交差点周辺から、用地買収を進めてき

ております。 

平成１５年度に地元設計協議の合意が得られ、平成１７年度より用地

買収を推進しており、早期工事着手を目指しております。 
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Ｂ／Ｃ【全体事業】 

 

路線名 一般国道１９号 

事業名 松本拡幅 

延 長 Ｌ＝１．６ｋｍ 

 

□便益 

（単位：億円） 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成１９年度 

基準年における 
現在価値(B) 

３７１ １ １ ３７４ 

 

□費用 

（単位：億円） 

 改築費 維持修繕費 合計 

基準年 平成１９年度 

基準年における 
現在価値(C) １２７ ６ １３３ 

 

□算定結果 

費用便益比 

Ｂ／Ｃ  ＝ 
 便益の現在価値の合計（Ｂ）

 費用の現在価値の合計（Ｃ）
＝ 

 ３７４億円  

 １３３億円  

＝  ２．８ 
 

 

 

 

注）１．費用及び便益額は整数止めとする。 

２．費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 

 

５．費用対効果
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（１）事業の必要性に関する視点 

国道１９号は、長野県
ながのけん

の骨格を形成する主要幹線道路であり、松本
まつもと

拡幅事業は２車線道路で松本
まつもと

市
し

の中心市街地を通過しているため、

慢性的な渋滞が発生しており、より一層の交通円滑化、安全性確保

が必要とされています。  

当事業区間は、松本
まつもと

都心環状道路の一部を担う路線であり、関連

する県道や市道においても松本
まつもと

拡幅事業を前提とした整備計画が進

行しています。また、当該事業化区間の一部は交通バリアフリー基

本構想の準特定経路に位置づけられています。 

費用対効果(Ｂ/Ｃ)は２．８であります。 

 

（２）事業進捗の見込みの視点 

当事業は、現道拡幅のため地元設計協議に時間を要していたが、

平成１５年度に合意が得られ、平成１７年度より用地買収に着手し

ています。 

今後とも地元の理解を得ながら、事業を推進していきます。 

 

（３）対応方針(原案) 

  当事業は、継続が妥当と考えております。 

当事業は、平成１０年３月に都市計画決定された全区間（Ｌ＝１

１．４km）のうち、渋滞損失時間が県平均の４４倍に相当する区間

が含まれる１．６km 区間を最優先区間として事業化を行っておりま

す。 

まずは、早期に整備効果を発現すべく、平面４車線の暫定型で交

通容量の拡大を図ります。 

６．今後の対応方針（原案） 


